
 

 

 

 
  

令和８年度全国学力・学習状況調査の結果分析を受け、各学校で学力向上や授業

改善の取組が進められていることと思います。 

今年度の全国学調では、質問調査で各教科ともに「授業がよく分かる」と回答し

た児童生徒の割合が高かった反面、正答率が低いという「ねじれ」が見

られました。その原因の一つとして「対話のある学び」において話し合

いの楽しさが論理的なアウトプットに十分結びついていないことが考

えられます。「対話のある学び」を確かな学力につなげるために今号で

は、対話に焦点を当て、その意義や授業づくりのポイントについて解

説します。 

 

 

左の図は、本県が示す「対話のあ

る学び」です。「どうしてだろう」

「自分の考えを話したい」「友達の

考えをもっと聞きたい」「もっと考

えたい」といった心の動きによっ

て、児童生徒が教科の見方・考え方

を働かせながら学びを深めていく

姿を期待しています。 

 

対話のある学びの効果は、左記の通りです。ただ

し、対話を行えば、こうした効果が必ず得られるわ

けではありません。教師は、各単元において、左記

のような効果につながる、意図的な対話を授業に

位置付ける必要があります。 
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学校支援第２課 

その対話、学びが深まっていますか！？  

対話の時間を設定しているのですが、児童生徒の学びが深まっているかどうか

よく分かりません。どうすればよいのでしょうか。  

左記に示したのは一例です。このポイン

トを基に、児童生徒の対話がどのような

状態なのか見取っていきましょう。 

児童生徒が活発に対話をしていたとしても、学びが深まっているかどうかが

分からない時もありますよね。そこで、対話を通して児童生徒の学びが深ま

ったかどうかをどのように見取ればよいのか？教師が意識すること、教師の役割

等を紹介します。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

左記の問題は、令和８年度全国学力・学習状

況調査「小学校・算数」の問題です。 

 授業の中で教師はどのように働きかけるとよ

いのか紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童生徒の対話に、私たち教師が積極的にかかわり、コーディネートすることで、

深い学びにつながる対話を生み出していきましょう。 

 

 

日頃から、「対話のある学び」を充実させるため、以下のポイントも参考にして

ください。 

   

 

   

 

対話の時こそ、児童生徒の様子を丁寧に見取っていきたいと思います。もし学

びが深まっていないと感じた場合、教師はどうすればよいのでしょうか。 

最初のうちは、教師が児童生徒の対話

に積極的にかかわっていきましょう。

教師が対話を把握し、コーディネート

していきます。児童生徒の対話の力を       

育て、徐々に任せる部分を多

くしていきましょう。 

 

対話への教師のかかわり方  

新潟県の正答率は 

 

 

 

 

 

 

対話のある学びの充実へ向けて  


